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はじめに──パワーアップをめざそう！

　はじめに

パワーアップをめざそう！

　「団塊の世代」と呼ばれた先輩たちが職場を去り、彼らが培ってきた組
合活動の経験を、若い世代の組合員が学び、それを新たな時代の活動に活
かしていくことが、医療労働組合運動にあっても重要な課題になっている
ように思います。
　医療の労働組合は、他産業の労組に比べて比較的若い組合員が多く、数
年の経験で、執行委員や書記長、委員長になる組合員も少なくありません。
このことは、組合がフレッシュな力を活動に取り入れていくという利点と
ともに、経験不足から活動の停滞をまねくという側面も否めません。
　もちろん、先輩たちの “遺産 ”には、引き継いで守り発展させなければ
ならないものと、現状から見て修正が必要な「負」の “遺産 ”もあります。
若い仲間には、労働組合運動の理論書や実践書による学習と合わせて、先
輩たちの経験を、現実の上に立って批判的に摂取し、それを実践によって
自から一つひとつ確認していく姿勢が必要と思います。
　組合運動を前進させることは決して容易ではありません。しかし、労働
者は、それを前進させる潜在的な力を持っています。学習と実践を通して
経験を積み、あせらず、コツコツと誠実に努力し、日々の活動に労働組合
らしい筋を通した姿勢を貫くことによって、前進への「力」が培われてい
くことと思います。また、その「力」は、患者の立場に立つ医療を築く上
でも、大きな力を発揮するものと思います。
　ご承知のように、サッカーはチームの団結と個々の選手の高い能力が統
一されて勝利できるスポーツです。労働組合も、前進するためには、組合
の組織的な団結と共に、個々の組合員や役員のパワーアップが必要になり
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ます。このパワーアップがなくては、労組の、そして日本の医療労働運動
の飛躍はありえないと思うのです。
　本書の「12章」は、医療労働組合運動のポイントをできるだけ簡潔に
まとめようとした “試作品 ”にすぎませんが、これが一つの契機になって、
組合活動強化への議論がさらに高まれば、私たち世代の組合運動への夢が
受けつがれていくような気もします。
　また『補章』（役員からのエール）では、その字のとおり、全国の 62名
の仲間が、各自の体験からにじみ出た味わいのある表現で、私のいたらな
い点を補ってくれました。ご多忙な折、急な依頼に快くお応えいただき、
急ぎ原稿をお送りいただいたみなさんと、本書の編集と出版にご協力いた
だいた方々に心より感謝し、お礼を申し上げる次第です。
　本書が、多くの組合役員や組合員に普及され、医療労働運動の前進に少
しでも役立つことを、心より願っています。

2011年 12月　　　　
岡 野 孝 信　

宮城県・牡鹿半島にて（1979年７月21日　日本医労協
東北ブロック青年交流集会の帰途に）
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